
令和 ５年 ６月号 

発行：宮崎県楠の会 ＮＰＯ法人ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会 

 
 

 ◆会費納入先 

       一家庭3,000円以上 (年会費)   

  

 【郵便振替】 

   ０１７５０－６－１０００９５       

       宮崎県「楠の会」 

■2023年 ６月１１日(日)  １３時半～１６時半                      

  《会 場》  宮崎市民プラザ ４階  学習室  

  《参加費》  会員無料 (一般500円 ※会の活動費にあてます)                   
 

  ●お問い合わせ先  宮崎県楠の会事務局  090-9603-8780 

第一部 13:30～13:50 

   令和4年度宮崎県「楠の会」総会 
   1、開会  議長選任 

  ２、議事  第一号議案  令和4年度事業報告及び収支決算書の承認について 

           第二号議案  令和5年度事業計画及び収支予算書の承認について 

  ３、その他 

  ４、閉会 

                        【休憩】   13:50～14:00 
 

第二部 14:00～15:30 

 講演会 「８０－５０問題」 親の介護問題を考える 
         ―親が病に伏したり、亡くなったらどうなるのかー 

 

講師 : 嶋田 喜代子氏 (宮崎市議会議員) 

   ◆プロフィール   

     児童福祉施設に18年間勤務(11年間は、養育里親関係のケースワーカー)。  

     保育所に2年間勤務。 特別養護老人ホームに18間間勤務 (介護職・在宅介護支援     

     センター・地域包括支援センター)。 
 

   【資格】 :  社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、保育士、                    

            介護支援専門員 (ケアマネージャー)、カウンセラー 

                  【役職】 :   宮崎県介護支援専門員協会副会長、 宮崎市介護支援専門員連絡                 

                            協議会監事・顧問、 介護支援専門員実務研修講師、その他研修講師多数 

【年会費納入のお願い】 

 宮崎県楠の会は、会員の皆様の会費で運営し   

 ています。年会費の納入をよろしくお願いいた   

 します。       宮崎県「楠の会」 
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    ■２０２３年５月１４日(日)宮崎 例会の報告   
 

   5月の例会は、 

   2022年度新ピアサポーターの方の話を聞きました。 

 

   本日は、昨年度「ひきこもりピアサポーター研修会」を終了された３名の方々に座談会形式でお

話を伺うことができました。ピアとは経験者のことです。皆さん、人前で話すのは苦手という ことで、 

植田代表が質問し、それぞれ答えていただいた後、適宜コメントをはさむ形式で進められました。 

 

 座談会出席者は、小林市 鵜狩政人さん、小林市 内村祐子さん、西都市 図師奈都美さんの３名の

方々です。発言内容は、要約して、順不同の上、箇条書きにしてあります。 

 

まず、簡単に自己紹介をしていただいた後に、①～⑧の質問に答えていただきました。 

① 「自分の性格をどう思いますか?」 

 ・自己肯定感が低い。感情の起伏が少ない。さめている感じ。 

 ・集団が苦手。肯定感が低い。自信がない。そこからひきこもった。 

 ・人と関わるのが苦手。人前でしゃべれない。話ができない。手探りでやっている。 

 

② 「ひきこもっていた期間はどれくらい? 何歳から何歳くらい」 

 ・いつからかは不明 ・少し就職活動はしていたので、ひきこもりの状態とは、あまり考えて 

  いなかった。 ・これではだめだなと思って、社協へ相談をした。 

 ・断続的にひきこもっていた。 ・２０代は大学生。アルバイトもした。  

 ・ちょっと出てはひきこもるの繰り返しで、通算９年間くらいひきこもっていた。 

 ・時々ひきこもる状態で、大学は卒業した。 ・用事がないと出ない。 出ると疲れる。 

 ・充電するのに時間がかかる。 

 

③ 「ひきこもっていった理由に思い当たることはありますか?」 

 ・子供のころから感情の起伏があまりなかった。 ・もう一人の自分がいて、さめた目で見て 

  いる感じ。 ・就職活動がうまくいかず、それをきっかけとして、ひきこもった。 

 ・対人恐怖症。 

 ・失敗したことがたくさんある。失敗すると、その失敗にずっと目を向けてしまう。大きく、長く引きず  

  る。 ・通信簿には、「不活発。友達と一緒に遊びましょう」と 書いてあった。子供のころから消極的  

  なのは感じてた。 

 ・社交不安障害。過度に緊張する。 ・集団生活になじめない。 ・一生懸命やるとどこかで 

  つまずく。 ・高校も大学もつまずきながらなんとか出た。 ・失敗すると、人とかかわる 

  ことに恐怖を感じる。 ・通信簿では、消極的であることをいつも指摘されていた。 

  参観日では絶対手を挙げなかった。 ・どう解決すればよいのか、立ち止まる時があると思 

  っていたが、解決策は見いだせないまま。 
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★都城支部だより 
   

■令和５年６月の「都城例会」 
   《日時》 ６月１３日(火) (第2火曜) 

        13時30分～15時30分 

   《会場》 都城市社会福祉協議会 

  申込み・詳細は堀江さん 090-4581-5152 

一度登録すれば、親に何かあった時、必ず相

談に乗ってもらえます。勇気を出して相談に

行きましょう。秘密は厳守されます。 

宮崎県楠の会【若者の居場所】のお知らせ 
  

 宮崎県楠の会では若者のための居場所 

   『つなぐ』を開設しています。 

   気軽においでください。  
 

◆対 象 ひきこもり、ニート、発達障害、   

     精神障害等生きづらさを感じている  

     当事者、経験者のみなさん。 

 

◆日 時         ｐｍ２時～５時  

 

◆会 場 南宮崎駅前アーケード内  

     エデュコラボ教室 

    (宮崎市大淀4丁目5-25) 

◆担当者 下り藤
さがりふじ

さん  

電話 090-5385-7651 

 ６月１７日(土) 

★日南支部だより 

  ■令和５年６月の「日南例会」 

《日時》６月１７日(土)13時30分～15時30分    
(第３土曜) 

《会場》日南生涯学習センターまなびピア 

               (日南市木山２丁目)  

 申し込み・詳細は田中さんまで・・・。 

            電話 090-5949-8843 

 ★小林支部だより  
   

 ■令和５年６月の「小林例会」 

宮崎県ひきこもり地域支援センター

（宮崎県総合保健センター４階精神保健福祉センター内）     

  〒880-0032 宮崎市霧島１丁目１－２ 

 専門の相談員が常駐し、親身になって相談に応じ

ていただいています。楠の会会員も多数相談に訪れ

ています。みなさんも、一度足を運んでみられては

いかがでしょうか。 

■電話相談   

  ０９８５－２７－８１３３ 

  ０９８５－４４－２４１１ 

   ※受付時間 ８：３０～１７：００ 

■来所相談 電話相談の後、予約して来所。 

■訪問支援 本人の状況や気持ちに合わせます。 

■家族教室開催 各地域保健所 

５ 

《日時》 ６月１８日(日) (第３日曜) 

         13時30分～15時30分 

《会場》 小林市福祉センター別館    

      

   ◆問い合わせ 小林市社協 大学さん 

           電話 0984-23-3466 
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④ 「ひきこもっている間はどんなことを考えていましたか?」 

 ・なぜ自分がこうなってしまったのか、ずーっと考え続けていた。 ・行動をしないと改善 

  できないことはわかっているが、動くのが怖い。 ・考えてはいるが、その範囲は狭く、   

  同じことを考え続ける。 ・考えても仕方がないことを、延々と考えている。毎日毎日、 

  その日の反省会をしている。 ・考えつくしても、動くのが怖い。 

 ・皆ができることが、なぜできないのだろうか。自分を責め続けている。・家にいても 

  気は休まらない。まったくリラックスできない。 ・自分だけが、同じところにとどまり 

  続けている。 ・親身になってくれる友もいたが、不登校が珍しいのか、面白がっていた 

  人もいた。人の不幸を笑っている同級生がたくさんいた。 ・精神的には死んでいたかも? 

 ・もう一人の自分と対話。そして、対話している二人を俯瞰しているもう一人の自分がい 

  た。 ・三人の対話を延々と続けていた。 

 

⑤ 「悲しい思いをした『言葉』がありますか?」 

 ・具体的な言葉ではなく、父と母のやさしさがつらかった。かえって、父や母からの優しい 

  言葉にこたえられない自分がいることがつらかった。 

 ・カウンセラーから「一生、今のような生活状況でよいのか? 」と言われた。 

 ・１０年間もその人からカウンセリングを受けていたから、深く傷ついた。この言葉で絶縁 

  状態になった。 

 ・強い社交不安がある。 ・周りからは、ただ消極的な人という程度に思われている。 

 ・外では、特に問題がないと思われていたと思う。変にみられないように、取り繕っていた 

  から・・・。 ・しかし、そのために最大のエネルギーを、ぎりぎりまで使っていた。 

 ・その分、自分のエネルギーがなくなって、家に帰ると悲惨な状態になっていた。 

 ・外では、「親が甘やかしている」と言われていたと思う。 

 

⑥ 「ぴあサポーター養成講座を受けられましたが、ひきこもりから抜け出したいと思うように 

    なったのは、どんなことからですか?」 

 ・約１０年もひきこもっていたので、小林市の社協さんから話をいただいたとき、なにか回 

  復のきっかけにでもなればと思って受けた。  

 ・父が亡くなって、将来のことを考えたら景色が変わった。 ・２年前から母の認知症が 

  ひどくなった。 ・相談窓口のことを聞いて電話をした。 ・父が亡くなり、母は認知     

  症。誰かの支援を受けなくては、どうにもならない。動かざるを得なかった。  

 ・ここ何年かで、やっと覚悟が決まってきた。 ・ずーっと抜け出したいと思っていたが、 

  乗り越えられなかった。このことを直視しなくてはならない。 

 ・動こうとすれば傷つく。抜け出したいと思う。自信がない。 ・このままでは生きていけ 

  ない。 ・早く死にたいが、死ぬのは怖い。死ねないなら、生きていくしかない。 

 ・現状は変えたい。生きる方法を考えなくてはならない。 ・やけくそで、失敗してもいい 

  やと、少しは思えるようになった。 ・失敗しない方が傷つかないと思っていたが、失敗 

  しても体験は良い経験になると思う。 
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 ⑦ 「ひきこもっている方たちに、周りの人はどんな言葉をかけてあげたら良いと思いますか?」 

 ・優しい言葉も、本人が考えていることと違えば、幸せにはできない。 

 ・良いと思っても、すれ違えば、傷つけることにもなる。 

 ・言葉で、誰かを幸せにできると思うのは、傲慢だと思う。 

 ・今日一日を生き抜く。生きていることが仕事。 ・死ぬことを考えないことは、一日たり   

  ともないので、「今日一日、一生懸命頑張ってきましたね」と自分に言ってあげたい。 

 ・自分の心に踏ん切りがつかないと、どういうことを言われたとしても、心に響かない。 

  実感が持てない。 ・こういう言葉を言われたから、救われましたとはならない。 

 ・優しい言葉をかけてもらえるのは、どこかうれしいのだけれど、自分には実感が持てなく  

  て、素直に響いて来ない。 

 

⑧ 「見守っている家族の方に言いたいこと、お願いしたいことはありますか?」 

 ・「～するべき」「～することが普通」はやめてほしい。「あなたにはできるのに。やればよいの  

  に。」と言われると、申し訳ないと思う。 

 ・普通にやってあげたい。安心させたい。申し訳ないと思っている。 

 ・「～するべき」という考えは、やめてほしい。プレッシャーになるだけ。 

 ・責められることは、昔ほどではなくなった。周りも、家族も言わなくなったので、プレッシャーはあ  

  まり感じなくになった。 

 ・ひきこもりについて、昔ほどの偏見はなくなってきたと思う。個人個人を尊重してほしい。 

 ・「元気で、笑顔で、生きててほしい」と思ってもらえると、それが一番ありがたい。 
 

※ 三人の方々にとっては、人前で自分のことを話すということは、とても勇気のいることだっただ 

 ろうと思います。その上、いやなことを思い出したり、言いにくいこともあっただろうと思います。 

 そこの辺りをとても分かりやすく、また、経験されたからこその苦しみや挫折、どうしようもない葛  

 藤や怒り、無力感などの深い闇を、素直な心で、赤裸々にお話いただきました。 

 家族にとっては、分かっているようでわかっていない、当事者の方々の奥深い心の揺れを、少し  

 ですが、感じ取ることができたのではないかと思います。会場からは、すすり泣く声も聞かれ  

 ました。三人の方々には、心よりお礼を申し上げます。 大変意義のある座談会でした。 

 

※ 座談会の後は、若者グループ(１１人)と家族の２グループ(９人と８人)にわかれて、座談会 

 を踏まえた意見交換や現在の家族の状況等を話し合いました。 

   おススメの本 
 

『 妻はサバイバー 』 
 朝日新聞記者  １４００円＋税 

  永田豊隆 著 

ここで描かれるのは、生きること

そのものである。 

「人生」と闘った壮絶な記録。 
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 相談、家庭訪問 
 ◆相談電話《無料》  
 面談の方はあらかじめ植田までご予約ください。 

    ※緊急の場合はいつでもご相談ください。 

ニュース会員約110名 

援助会員約80名 

ホームページは 

宮崎県「楠の会」で  

KHJ全国家族会「みやざき楠の会」 

〒880-0944 

宮崎市江南４丁目９-９ 植田方 

電話   090-9603-8780(植田) 

ひきこもりの子を持つ親の会 

発行：宮崎県楠の会 

検索 

ク
リ
ッ
ク 

◆「宮崎県楠の会」若者就労支援  (賃金あり)   

 ・イオン アイカルチャーの清掃 

 ・郵送作業   ・食品配布の手伝い 

 ・宮崎市の公園清掃   
              担当 佐川さん 090-9573-7199             

イオン清掃 

イオン清掃 

フードバンクみやざき 

 からの食品配布日 

 ◆ ６月１１日 (日) 

  宮崎例会会場 

 ◆ ６月１７日（土） 

  エデュコラボ 
  (若者居場所・つなぐ) 

※取りに来られない方 

 にはお届けします。 
  〔連絡－植田まで〕 

公園清掃 

   

郵送作業 

  6/ 30 (金) 

 10時～12時 

公園清掃 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 
 
 

2 3 
 

 

4 5 
 

6 
 

7 
 

8 9 
 

10                      

11 
     

 

 

12 
 

13 

 
14 15 16 

 
17 
 

 

18 
 
 

19 
 

20 
 

21 
 
 

22 

 
23 
 

24 
 

25 
 

 

26 

 
27 28  

 

30  

 

公園清掃 

公園清掃 

公園清掃 

日南例会 
宮崎例会 

若者居場所 

都城例会 

公園清掃 公園清掃 

公園清掃 郵送作業 

29 

 

小林例会 

食品配布 

食品配布 

 

   【ひきこもりの相談を受けたい方 受付中！】 
  

宮崎臨床心理士会の先生方が、楠の会の会員に向けて、相談

会を開催してくださっています。家族の事情、ご自身の生き

づらさなど聴いていただくことで、心が軽くなります。 

 「相談」をご希望の方は、植田までご連絡ください。  

 相談料は無料です。日程は同封のプリントをごらんくださ

い。                         

                        ◆植田＝090-9603-8780 

 


